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編
集
後
記

　

と
り
あ
え
ず
二
号
分
だ
け
の
担
当
を
条
件
に
二
代

目
の
編
集
長
を
引
き
受
け
、
つ
い
に
そ
の
二
号
目
と

な
る
第
七
号
の
発
行
に
至
っ
た
。
前
号
の
編
集
後
記

に
も
書
い
た
と
お
り
、
編
集
長
と
し
て
の
私
の
目
標

は
、
創
刊
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
と
き
の
よ
う
な
、

年
一
回
発
行
す
る
勢
い
を
機
関
誌
に
取
り
戻
す
こ
と

で
あ
っ
た
。前
号
の
発
行
が
二
〇
二
二
年
の
九
月
で
、

本
号
は
二
〇
二
四
年
一
月
と
な
っ
た
た
め
、
正
確
な

定
期
発
行
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
年

度
内
に
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
号
も
無
事
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

第
一
に
示
唆
に
富
む
論
考
を
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た

執
筆
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
る
。
加
え
て
、
編
集

委
員
の
仲
間
た
ち
の
尽
力
に
も
感
謝
し
た
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
大
学
の
業
務
が
多
忙
化
す
る
中
で
、
大

学
の
専
任
教
員
四
名
で
の
編
集
体
制
に
は
限
界
が
あ

る
と
考
え
、
次
号
よ
り
二
名
増
員
し
て
六
人
体
制
を

と
る
こ
と
に
し
た
。私
は
編
集
長
の
職
を
辞
す
る
が
、

引
き
つ
づ
き
そ
の
六
名
の
一
員
と
し
て
編
集
委
員
を

務
め
る
。
ま
た
、
次
号
か
ら
の
編
集
長
と
し
て
、
信

州
大
学
の
藤
原
崇
雅
氏
を
選
出
し
た
。
何
の
根
拠
も

な
い
主
観
的
な
判
断
だ
が
、
藤
原
氏
は
私
の
一
・
五

倍
の
事
務
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
し
ば
ら
く
本

誌
の
編
集
・
発
行
は
安
泰
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

私
は
現
在
、
本
誌
と
学
内
誌
を
含
め
、
四
つ
の
雑

誌
の
編
集
委
員
と
一
つ
の
学
会
の
役
員
を
兼
務
し
て

い
る
。
地
方
大
学
の
無
名
研
究
者
で
あ
る
私
で
さ
え

こ
の
よ
う
な
状
況
な
の
だ
か
ら
、
学
界
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
る
著
名
な
研
究
者
は
、
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に

思
う
こ
と
が
あ
る
。
私
情
を
挟
め
ば
、
私
に
は
子
ど

も
が
お
ら
ず
、
研
究
職
に
理
解
の
あ
る
妻
と
の
二
人

暮
ら
し
で
、
現
時
点
で
致
命
的
と
言
え
る
ほ
ど
の
私

生
活
へ
の
影
響
は
な
い
。
な
ん
と
か
ギ
リ
ギ
リ
の
と

こ
ろ
で
や
り
く
り
し
て
い
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
が

い
て
共
働
き
の
研
究
者
が
、
ど
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
下
で
働
い
て
い
る
の
か
、
想

像
す
る
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
。
い
や
む
し
ろ
、
そ
う

し
た
方
々
の
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
効
率
よ
く

研
究
す
る
た
め
の
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
話
を
あ
え
て
す
る
の
は
、
今
号
の
特

集
テ
ー
マ
で
あ
る
〈
結
婚
／
家
族
〉
を
机
上
の
学
術

的
課
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
実
生
活
に
即
し
た
ア

ク
チ
ュ
ア
ル
な
問
題
と
し
て
も
考
え
た
い
か
ら
で
あ

る
。
以
前
私
は
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
文

学
の
学
習
時
間
が
削
減
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
書
い

た
と
き
に
、
批
判
の
声
を
あ
げ
て
い
る
人
た
ち
の
一

部
の
大
学
で
は
、
入
試
問
題
に
文
学
を
出
題
し
て
い

な
い
こ
と
を
問
題
視
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
と
い

う
組
織
の
中
で
個
人
の
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

る
が
、
ま
ず
は
自
分
自
身
が
文
学
の
縮
小
に
加
担
し

て
い
る
と
い
う
自
覚
が
あ
っ
て
初
め
て
対
象
を
批
判

で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
、「
結

婚
／
家
族
」
に
つ
い
て
も
、
自
分
が
結
婚
や
家
族
と

い
う
制
度
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
既
存
の
枠
組
み

の
下
で
ど
の
よ
う
に
普
段
ふ
る
ま
っ
て
い
る
か
を
顧

み
る
こ
と
で
初
め
て
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
な
主
張
が
成
り

立
つ
だ
ろ
う
。

　

繰
り
返
す
よ
う
に
、
本
号
で
は
〈
占
領
開
拓
期
と

結
婚
／
家
族
〉と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
。
詳
し
く
は
、

企
画
者
で
あ
る
泉
谷
瞬
氏
の
書
い
た
巻
頭
の
趣
旨
文

を
参
照
し
て
ほ
し
い
が
、
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
注
目
し

て
ほ
し
い
の
が
、泉
谷
氏
の
著
作
『
結
婚
の
結
節
点
』

（
二
〇
二
一
年
刊
）
に
対
す
る
、
宮
田
絵
里
氏
と
福

岡
弘
彬
氏
の
書
評
で
あ
る
。
宮
田
氏
は
、
書
評
会
を
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開
催
し
た
当
時
に
放
映
中
で
あ
っ
た
テ
レ
ビ
・
ド
ラ

マ
な
ど
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
現
在
進
行
形
の
課
題

と
し
て
泉
谷
氏
の
論
考
を
再
定
位
し
た
。
ま
た
、
福

岡
氏
は
、
文
学
作
品
を
読
解
す
る
際
の
著
者
の
倫
理

的
姿
勢
に
、
そ
こ
か
ら
捨
象
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
こ

と
を
鋭
く
指
摘
し
た
。
両
者
の
視
座
は
異
な
る
も
の

の
、
と
も
に
文
学
作
品
を
読
む
こ
と
や
研
究
す
る
こ

と
の
意
義
を
本
質
的
に
問
う
て
い
る
点
に
お
い
て

は
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
研
究
対

象
は
異
な
る
も
の
の
、
社
会
性
を
は
ら
ん
だ
文
学
を

研
究
す
る
私
も
ま
た
、
研
究
対
象
の
ア
ク
チ
ュ
ア
ル

性
を
意
識
で
き
て
い
る
か
、
ま
た
は
倫
理
的
な
制
限

を
か
け
る
こ
と
で
対
象
の
多
様
性
を
捨
象
し
て
い
な

い
か
、
自
覚
し
て
い
き
た
い
と
考
え
た
。（
和
田
）

　

第
七
号
編
集
委
員
／
坂
堅
太
・
佐
藤
貴
之
・
藤
原

崇
雅
・
和
田
崇
（
編
集
長
）

▼
研
究
会
活
動
記
録

第
37
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
二
二
年
九
月
一
八
日
（
日
）

会
場　

関
西
学
院
大
学
大
阪
梅
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

１
４
０
８
教
室

・
芥
川
弘
樹
「
安
部
公
房
「
手
」
論
―
平
和
概
念
と

道
具
の
運
動
―
」

・

和

田

崇 
"Anti-Bourgeois 

Media 
in 

the 

Japanes Proletarian Literary Movement"

・
水
川
敬
章
「
山
下
達
郎
の
表
現
に
お
け
る
批
評
性

の
所
在
―
歴
史
・
身
体
・
本
質
を
め
ぐ
っ
て
―
」

第
38
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会

日
程　

二
〇
二
三
年
九
月
一
〇
日
（
日
）

会
場　

立
命
館
大
学
朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス　

中
川
会
館

２
０
９
教
室

・
別
當
奏「
屑
拾
い
と
し
て
の
革
命

―
石
川
淳「
鷹
」

論

―
」

・
福
岡
弘
彬
「「
退
屈
」
へ
の
「
退
屈
」

―
坂
口

安
吾
「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」
と
資
本
主
義
の

爛デ
カ
ダ
ン
ス

熟

―
」
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す
る
。

第
七
条
（
会
員
の
活
動
）　

　

会
員
は
本
会
の
事
業
に
参
加
し
、
機
関
誌
の
配
布

を
受
け
る
。

役
員

第
八
条
（
役
員
）　

　

第
四
条
の
各
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
次
の
役
員

を
お
く
。

　

代
表
幹
事　
　

一
名　
　

　

常
任
幹
事　
　

若
干
名　
　

　

編
集
委
員　
　

若
干
名　
　

　

研
究
会
幹
事　

一
名

　

会
計
担
当　
　

一
名
（
二
〇
一
四
年
八
月
三
十
一

日
総
会
に
よ
り
追
加
）

　

監
査　
　
　
　

二
名

第
九
条
（
役
員
の
任
期
）　

　

役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
研
究
会
幹
事

は
研
究
発
表
会
ご
と
に
改
選
す
る
。
重
任
お
よ
び
兼

任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
監
査
の
兼
任
は
認
め
な
い
。

第
一
〇
条
（
役
員
の
選
出
）　

　

役
員
は
総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。

総
会

第
一
一
条
（
総
会
）　

　

総
会
は
年
一
回
開
催
し
、
当
該
年
度
の
事
業
お
よ

び
翌
年
度
の
事
業
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
決

定
す
る
。
議
事
は
、
総
会
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意

を
も
っ
て
決
定
す
る
。
但
し
必
要
に
応
じ
て
代
表
幹

事
は
臨
時
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

会
計

第
一
二
条
（
経
費
）　

　

本
会
の
経
費
は
会
費
・
投
稿
料
・
寄
付
金
・
そ
の

他
の
収
入
に
よ
る
。

第
一
三
条
（
会
計
報
告
）　

　

会
計
報
告
は
総
会
に
お
い
て
行
う
。

第
一
四
条
（
会
計
年
度
）　

　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、

翌
年
三
月
末
日
に
終
わ
る
。

会
則
の
変
更

第
一
五
条
（
会
則
の
変
更
）　

　

会
則
の
変
更
は
総
会
に
お
い
て
行
い
、
出
席
者
の

過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
改
正
が
で
き
る
。

設
立
年
月
日

第
一
六
条
（
設
立
年
月
日
）　

　

本
会
の
設
立
年
月
日
を
平
成
二
二
年
六
月
一
日
と

す
る
。

付
則
（
略
）　

［
こ
の
会
則
は
二
〇
一
三
年
九
月
一
日
よ
り
施
行
す

る
。
］

占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
会
則

総
則

第
一
条
（
会
の
名
称
）

　

本
会
は
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条
（
会
の
本
部
）

　

本
会
の
所
在
地
を
以
下
に
置
く
。

〒
五
七
七-

〇
八
一
三　

大
阪
府
東
大
阪
市
新
上

小
阪
二
二
八-

三　

Ｅ
キ
ャ
ン
パ
ス
Ａ
館　

近
畿

大
学
文
芸
学
部　

泉
谷
瞬
研
究
室
内

第
三
条
（
会
の
目
的
）　

　

本
会
は
昭
和
期
を
中
心
と
し
た
近
現
代
日
本
と
そ

の
周
辺
地
域
の
占
領
と
開
拓
に
関
わ
る
芸
術
・
文
化

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。
（
二
〇
一
九
年
九
月
十
五

日
総
会
に
よ
り
改
正
）
。

第
四
条
（
会
の
事
業
）　

　

本
会
は
第
三
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
次
の
事

業
を
行
う
。

　

一
、
研
究
発
表
会
の
開
催
。

　

二
、
機
関
誌
の
刊
行
。

　

三
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
。

会
員

第
五
条
（
会
員
の
資
格
）　

　

本
会
は
第
三
条
の
目
的
に
賛
同
す
る
個
人
お
よ
び

団
体
の
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

第
六
条
（
会
費
の
納
入
）　

　

会
員
は
付
則
に
定
め
る
会
費
を
負
担
す
る
も
の
と
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